
（２）具体的な取り組み（学力向上を中心に） 

   ① 「いきいきタイム」「広瀬タイム」について 

   平成１８年度は、週４日１０分ずつの「いきいきタイム」を設定し、漢字・計算の指導を行っ

ていた。しかし、１０分間では指導や活動が中途半端に終わり児童の力を高めることが難しかっ

た。また、朝の会での生活指導も十分ではなかった。 

   そこで、本年度は「いきいきタイム」を週３日１５分間ずつ、水曜日は「朝の会」だけと変更

し、学力の向上と生活指導の充実を図っている。 

  
 

  

 

   また、各担任は「いきいきタイム・広瀬タイム実施内容」を月毎に提出し、確実で計画的な取

組みになるようにしている。 

   さらに、１８年度の「いきいきタイム、広瀬タイムでの取組み内容が保護者に十分伝わってい

ない」という反省点から、本年度は、全学年「広瀬いきいきファイル」を児童に持たせ、使用し

たプリント類や記録などを綴ることにより、学校側の取組みを家庭にしっかりアピールすること

とした。担任は、個の定着状況や伸びについて把握し指導に生かしている。 

    
   「広瀬タイム（週１単位時間の学力補充）」について、第４～６学年は毎週木曜日の５校時に設

定していたが、委員会活動・クラブ活動・研究会などで実施できないことが多く、１８年度の高

学年の実施時間数はわずか７時間にとどまってしまった。そこで本年度は、時間設定は変わらな

いが、行事等で「広瀬タイム」を実施できない週は、月曜日の６校時に実施し時間数の確保に努

めている。 


